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新たな信号機が
運用を開始
　歩行者の安全を確保するため、道の駅あおきとふるさ
と公園あおきの国道
143号線横断歩道に
押しボタン式の信号
機が設置され、運用
を開始しました。運用
開始前には、交通安
全宣言、点灯式が行
われ、保育園児が渡り
初めを行いました。

10月24日

青木村で
上小消防大会開催

４年ぶり‼
ヤンレ！いきやしょ
運動会開催

ミライズあおきが完成・
ラオス人民民主共和国在日大使　
ヴィロード スンダーラ閣下 来村

　上小消防大会が６年ぶりに青木村で開催され、小型ポン
プ 操 法 の 部
で は、第１分
団が第３位と
い う 快 挙 を
成し遂げまし
た。

　大勢の村民が一堂に会
し、大 玉 送りや綱引きな
ど、さまざまな種目で熱戦
が繰り広げられました。
優勝  入田沢分館

　青木中学校で平成11年より始まったオーストラリアの
マリスト・サイオン校との交流学習が、今年の訪問で10回
目を 迎 えまし
た。これまでに
126名 の 生 徒
が参加され、マ
リスト校との友
好の懸け 橋と
なっています。

　青木村で行っている、青木村地域自然エネルギー研究
協議会の取り組みを視察するとともに、リフレッシュパー
ク内に完成した水力と太陽光を組み合わせたハイブリッ
ト発電システム「ミライズあおき」をラオス国内で実証実
験するため来村されました。自然エネルギーを通じて両国
の友好関係が深
くなるとともに、
青木村の取り組
みがラオスのエ
ネル ギ ー 政 策
推進の力になる
ことが期待され
ます。

平成29年度 おもなできごと

7月8日

10月8日

青木村義民太鼓
保存会が35周年を
迎えました

　無形文化財に指定された「青木村義民太
鼓」の保存会が35周年を迎えたことを記念
し、チャリティーコンサートが開催されまし
た。これからも義民の精神と義民魂を太鼓
に打ち込めて、沢山の人に伝えていきます。

8月2日〜
12日

10月18日

道の駅あおき農産物
直売所が
リニューアルオープン
　平成27年１月に国土交通省から重点「道の駅」に認定
され、平成28年９月より建設を進めておりました「道の駅
あおき農産物直売所」がオープンしました。来客数、売上
金額ともに例年を大きく上回り、リニューアル効果が顕
著に表れま
した。
　11月には
食堂もオー
プンしてい
ます。

4月28日

青木中学校マリスト・
サイオン校訪問が
今年で10回目を迎えました

11月12日
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おもなできごと
平成29年

エネ空あおきタワーが
完成

青木村長期振興計画
後期基本計画を策定

青木村
警察官駐在所が移転

青木村長選挙・
村議会議員一般選挙が
執行

二地域居住者向け
コンパクト住宅が完成

青木村消防団が
２分団制で活動を開始

　太陽光・風力・小水力
発電を組み合わせたハ
イブリッド発電システム

「エネ空あおきタワー」
が、道の駅あおき内に
完成しました。本システ
ムは、村内企業の有機
的技術の統合により製
作され、村内企業を元
気にする契機となりま
した。

　平成24年３月に「第５次青木村長期振興計画」を策定
し、10か年の基本構想と前期５か年の基本計画を定めま
した。それから５年経過した本年、後期５か年の基本計画
を策定しました。本計画は、前期基本計画策定後の経過
や住民等の声を踏
まえ、村の課題を見
直し、新たな視点を
取り込んだ上で、今
後の村づくりにお
ける政策展開の方
向性や取り組み内
容を定めました。

　青木村警察官
駐 在 所 が、防 犯
上の都合や村民
の利便性を考慮
し、青木区から村
松 区の国 道143
号線沿いに移転
しました。

　任期満了による青木村長選挙・村議会議員一般選挙が
４月18日に告示され、村長選には現職の北村政夫氏の他
に届け出がなく、無投票で二期目の当選が決定しました。
また、村 議 会
議員一般選挙
では、定数10
名に対し11名
が 立候 補し、
選挙戦が繰り
広げられまし
た。

　青木村に移住・定住を検討されている方に、一定期間村
での生活を体験していただくためのコンパクト住宅が完
成 し まし
た。今後更
なる 移 住
者 の 増 加
が 期 待さ
れます。

　青木村消防団は４月より、新たに２分団制で活動を開始
しました。「自分たちの地域は自分たちで守る」という精神
のもと、より安全
で安心な青木村
を目指すべく、団
員一同日々の訓
練を懸命に取り
組んでいます。

2月16日

3月14日

3月21日

4月23日

3月25日

4月1日

平成29年も残すところあとわずかにな
りました。今年も様々なニュースがあり
ました。今年最後の「広報あおき」では、
１年間のおもなできごとを振り返ります。
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　11月18日㈯、19日㈰の２日間、恒例の「青木村産業祭2017＆タチアカネ新そばまつり」が開催されました。
　村内の商工農林業者・団体のPRや販売、姉妹都市静岡県長泉町や埼玉県三芳町商工会からの出展があり、特産
品等をお買い求めになるお客様で賑わいました。
　またステージイベントでは、マジックアイドル「ドリームハート」によるマジック歌唱ショーやイリスビ
ジューボーカル部によるダンスパフォーマンス、商工会青年部の大ビンゴ大会などが行われ、とても盛り上が
りました。
　同日開催された青木村オリジナルブランドそば「タチアカネ」の新そばまつりでは、「さいたま蕎麦打ち倶楽
部」の応援をいただき、２日間で約1200食が提供されました。また地元の「タチアカネ蕎麦打ち倶楽部」による
手打ちそばの振る舞いもあり、大勢の皆様にタチアカネの新そばを堪能していただくことができました。
　近隣の事業所の皆様には、駐車場をご提供いただき、また住民の皆様にも準備や片付けのお手伝いをいただ
き、ありがとうございました。

青木村吹奏楽団の演奏 タチアカネそばを求め長蛇の列

連日賑わいを見せる各出展ブース 全麺協が認定する「素人そば打ち段位」の
最高段位5段によるそば打ち

青木村産業祭2017＆
  タチアカネ新そばまつり
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アイディアと独創力にあふれた素晴らしい案山子がふる
さと公園あおきに並びました。審査の結果、８作品が各
賞に選ばれました。

※各コンテストの作品写真は優秀賞まで掲載しています。

みんなの花壇プロジェクトと題して、ふるさと公園あお
きの花壇を公募して管理をしていただいておりました。
審査の結果、５団体が受賞しました。

青木村ボランティアの会　手芸部 作
「オズの魔法つかい」

青木村女性団体連絡会
（女性の会 なでしこ） 作

「ときわのみどり亭・行列のできるそば店」

青木村女性団体連絡会　食生活改善推進協議会 作
「青木村のお米・野菜をたくさん食べましょう！」

青木村女性団体連絡会

チャコット株式会社 作　「青木の夜の夢」

（商工会青年部長賞）

いいね  いいね会

酒井  康弘
　「耐

たいとうふくせい
倒伏性に優れたタチアカネ」

橋詰  榮一　「タチアカネ夕暮れ情景」

青木村児童センター 作　「あおきっ子の放課後」

青木村商工会

小野沢  正登　「浮遊するタチアカネ」

小福田敏文 作　「みんな  なかよし」

ふるさと公園を愛する会

地域おこし協力隊　小林 弘和 作　「環境自然派　守り人」

青木村保育園

女性の会 かたくりの会 マメ部 作
「ミニオンズ　青木村大集合!!!」

西戸  久則　「赤実の里」

受賞者

受賞者

受賞者

第４回案山子コンテストの結果

第２回みんなの花壇
コンテストの結果

第４回タチアカネ
フォトコンテストの結果
今年も大勢の皆様に青木村のタチアカネ畑に
お越しいただき、多くの応募がありました。
審査の結果、５作品が各賞に選ばれました。

最優秀賞
優秀賞

佳　作

最優秀賞

佳　作

努力賞

優秀賞

佳　作

アイディア賞

優秀賞

佳　作

技術賞

優秀賞

ユニーク賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

小川  稔　「可愛い花」

最優秀賞

（青木村長賞）

（青木村議会議長賞） （商工会長賞）
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　道の駅あおき高機能拠点化プロジェクト事業の一環として建築を進めてきました、食堂「味処こまゆみ」が11月１日
㈬に新装開店し、祝賀式が関係者約30人出席のもと執り行われました。
　今回建築された食堂は、客席数が既存施設の約２倍となる102席となっており、団体客の受け入れにも対応できるも
のとなっております。
　平成28年度に整備をした農産物直売所とともに、年間を通した地元産の農産物、加工品、食材を提供できる場を確保
することで、販売額の増加や交流人口の増加を目指すとともに、農業体験、新規就農、移住・定住等の受け入れにより地域
農業の振興と活性化を図っていきます。

　道の駅あおきに建築中の情報提供施設の名称に
20作品の公募作品から、長野市の小林奈奈さんの
作品「ぷらっと　家（ホーム）あおき」に決定しま
した。道の「駅」にちなんでプラットホーム（form）
と家（home）をかけて、家にぷらっと気楽に立ち
寄る気持ちで、誰でもリラックスできる空間となっ
て欲しいとの気持ちが込められています。情報提供
施設は、平成30年3月に完成し、４月の運用開始
をする予定です。

道の駅あおき 情報休憩施設の名称
　     「ぷらっと 家 （ホーム） あおき」に決定！

道の駅あおき
 「味処こまゆみ」
    新装開店

ぷらっと 家（ホーム）あおき

広く明るくなった店内 オープンセレモニーの様子
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●脱穀でも大苦戦!!

●植木の害虫●今年のふるさとCM大賞

　農薬・化成肥料・除草剤を使わない米作り。ほとんどを手で刈るこ
とになった稲刈りからやっと脱穀になりました。田んぼはまだぬかっ
ています。稲刈りではバインダー（稲刈りの機械）がぬかるみにハマ
り苦労しましたが、借りてきたハーベスタ（脱穀の機械）はタイヤで
はなくゴムのクローラ（キャタピラー）なので大丈夫。妻と年老いた
実家の両親の手を借り脱穀を開始、そのまま順調に終わるかと思った
のですが…
　田んぼの中ほど、ぬかるみに藁を敷き詰めます。ところがハーベスタの重さで泥に練りこんでしまい立ち往生。ぬかる
みが強すぎクローラでもハマってしまったのです。バインダー脱出時のように板を敷いたのですが泥に吸い込まれていき
ます。日没になりこの日は終了。

　翌日、段ボールや毛布を敷いて再チャレンジ。しかし巻き込むだけ
でこれも失敗。あきらめて残った稲を運び、まずは脱穀を終わらせま
した。
　３日目。今度はジャッキアップして割った薪を敷きつめる作戦。1ｍ
ほど移動したものの滑ってしまいこれも失敗。万策尽きました。
　自力での脱出は諦めて、代かきでもお世話になった機械部会の方に
お願いし引っ張り出してもらう事に。トラクターもぬかるみにハマっ
てしまうのではと危惧しましたがそんな心配は無用であっさり引き出
してくれました。さすがです。ありがとうございました！
　とても苦労した今年の米作りですが去年よりも豊作でした♪

　秋から冬にかけて活発に活動して植木に被害を与える
害虫を紹介します。
　今年の青木村、上田市周辺でよく目にしたのがマツノ
キハバチ、マツノミドリハバチです。これらの害虫は春
先にも姿を現しますが秋口に姿を見せるハバチの方が厄
介で旧年葉、当年葉関係なく食べてしまうため冬期に枯
死してしまうか、翌春に他の害虫の被害を受けやすくな
ります。同じ木に一年、二年発生して終息し、連年に渡っ
て発生する事はありません。
　予防としては春先と夏に消毒を行うのがお勧めです。
春先は松枯れ病の予防にもなるので特にお勧めをしてい
ます。

　「住みたい田舎　青木村」をテーマに「スタジオ
Ｕ-143」のメンバーと共に制作していた、ふるさと
ＣＭ。移住者の方へのインタビューを繋ぎ青木村では
コンパクト住宅で移住体験ができるという内容です。 
BGMには、やはり青木村へ移住してきた小学生、富
澤昊さんのハーモニカ演奏。最後はコンパクト住宅の
前で演奏している映像でとてもスタイリッシュな作品
に仕上がり、ABN「ふるさとＣＭ大賞NAGANO」に
応募しました。しかし…残念ながら今年は最終審査へ
のエントリーが叶いませんでした。「ふるさとＣＭ大
賞NAGANO」のホームページの2017年度応募作品
で見られるのでぜひご覧ください。

信州青木村 Vol.32地域おこし隊通信
冬がはじまるよ

今月の
おこしごと 朝、布団からなかなか出られない時期になりました。

朝のスタートが遅れて 1 日の時間が短いです。

7広報あおき　465号



● 年齢構成が高く、医療費水準が高い（医療費がたくさんかかる）。
● 他の保険制度と比べ所得水準が低い為、保険料負担が重い（保険税を上げづらい）。
● 結果、財政収支の不均衡がおこり、財政が不安定になってしまう。

青木村国保 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

世帯数 758 754 734 724 723

被保険者数 1,344 1,327 1,272 1,241 1,237

青木村国保 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

医療費（順位） 321,558(13) 355,415(5) 372,751(6) 371,198(9) 386,497(9)

青木村国保 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

調定額（順位） 140,392(46) 140,159(46) 139,115(55) 133,193(61) 128,862(64)

青木村国保 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

基金繰入金 0 0 30,000 15,000 10,000

国民健康保険制度が変わります
平成30年4月からは都道府県と市区町村で協力して国保を運営します

◆ 国保制度の現状と課題 ◆
　国民健康保険は社会保険等他の保険制度に比べて高齢者の割合が高く、加入者の所得水準が低いといった、年齢構成・
財政基盤上の様々な課題を抱えています。
　また、市町村規模の大小により国保の財政に差があり、青木村のような小規模市町村では財政が不安定となりやす
いといった課題も抱えています。

◆ 医療費・保険税の現状 ◆
　国民健康保険の被保険者数は年々減少傾向にある一方、医療費は上昇傾向にあります。
　青木村の国民健康保険の現状は次のとおりです
　　1. 世帯数・被保険者数の推移

　　2. 国保加入者ひとり当たり医療費の推移

　　3. 国保加入者ひとり当たり国保税調定額の推移

　　4. 国民健康保険特別会計への基金繰入金の推移

※5年間で35世帯・107名の減となっています。今後も徐々に減っていくことが予想されます。

※青木村は過去5年で平成24年度の県内第5位をピークに医療費が高い水準で推移しています。
　検診による病気の早期発見やジェネリック医薬品の利用等で医療費を抑える必要があります

※青木村のひとり当たり国保税額は平成27年度の数値で県内77市町村中64位とかなり低く抑えられています。
　結果、収入は少なく、支出が多くなり、財政が不安定となってしまいます。

※平成25年以降、毎年基金からの繰り入れを行っており、その額は累計5千5百万円にのぼります。
　これは事実上の赤字補填であり、国保会計の不安定な財政状況を表しています。

（円）

（円）

（千円）

平成30年４月より
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※２　エリア（緊急速報）メールについて

医療費支払の費用負担 医療費の支払い

④国保事業納付金
（医療費負担等に応じた額）

国民健康保険税
の賦課・徴収

◆ 平成30年度から国民健康保険制度がどのように変わるのかを見ていきましょう ◆
　これまで市町村が個別に運営してきた国保制度ですが、制度改正後は財政運営の責任主体を都道府県とし、標準保
険税率の提示や運営方針を策定するなど、市町村と協力して運営を行います。

　こういった厳しい財政状況は青木村に限ったことではなく、主に小規模な市町村が共通して抱える課題となってい
ます。そこで、日本国の「国民皆保険（全国民が何らかの医療保険に入る）制度」を将来にわたって守り続けていく
ために、平成27年5月に「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険等の一部を改正する法律」が成立
しました。これにより平成30年4月から、国民健康保険制度が大きく変わることとなります。

※医療費を支払うため
の費用については全
額を県で負担してく
れます。

※納付金を負担できるだけ
の税率を県で計算して
村に提示します。

※医療費をまかなうだけの
納付金を県に納めなけ
ればなりません。

◆ まとめ ◆
　　基金からの繰入れを行って運営している現在の青木村の国保会計では、来年度から始まる新制度への

対応が非常に難しくなります。今後も国民健康保険制を安定的に運営するためには （1）医療費を少なく
する　（2）国保税率をあげる という2つの方法が考えられます。今後とも村民(被保険者)の皆様のご理解・
ご協力をお願いいたします。

〇都道府県の主な役割【国保運営の中心的な役割（財政運営の責任主体）】
　・国保の統一的な運営方針を決定　・市町村ごとの国保事業費納付金を決定（図④）
　・市町村ごとの標準保険料率を提示（図③）　・給付に必要な費用を全額 市町村へ支払い

〇市町村の主な役割【加入者に身近なきめ細かい事業を引き続き実施】
　・加入者の資格管理（各種届出の受付等）　・保険税の賦課・徴収
　・医療給付の支払　・国保事業費納付金を都道府県に納付（図②）　・保健事業の実施

長　野　県 青　木　村

① 全額給付

② 事業費の納付

③ 標準税率の提示
（医療費補正等）

長野県内
第9位!!

長野県内
第64位
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　平成29年度青木村一般会計予算は､ 28億2,750万円の当初予算の後、9月末までに2回の補正を行い、
本年度予算は、平成28年度からの繰越明許費分を含み31億3,169万円となりました。
　平成29年度上半期（9月30日現在）の予算額に対する、収入と支出の状況は下記のとおりです。

村の財政状況（平成29年9月30日現在）平成29年度上半期

一般会計予算の状況 特別会計予算の状況

財産等の状況

歳入

歳出

区　　分 予　算　額 収 入 済 額 収入率

村税 3億6,872万3千円 2億3,374万6千円 63.4%

地方譲与税 2,873万1千円 853万　千円 29.7%

利子割交付金 48万3千円 26万4千円 54.7%

配当割交付金 89万　　円 43万　　円 48.3%

株式等譲渡所得割交付金 67万　　円 0　円 0.0%

地方消費税交付金 7,110万　　円 4,122万7千円 58.0%

自動車取得税交付金 490万8千円 265万7千円 54.1%

地方特例交付金 148万6千円 171万4千円 115.3%

地方交付税 11億7,863万6千円 10億1,278万6千円 85.9%

交通安全対策特別交付金 50万　　円 27万3千円 54.6%

分担金及び負担金 2,026万7千円 804万8千円 39.7%

使用料及び手数料 8,075万9千円 3,326万　　円 41.2%

国庫支出金 2億2,880万7千円 6,799万5千円 29.7%

県支出金 2億1,265万8千円 2,465万8千円 11.6%

財産収入 594万4千円 267万2千円 44.9%

寄附金 1,500万2千円 255万　　円 17.0%

繰入金 3億7,485万9千円 0　円 0.0%

繰越金 2億4,918万　　円 4億1,138万9千円 165.1%

諸収入 5,158万7千円 1,749万9千円 33.9%

村債 2億3,650万　　円 0　円 0.0%

計 31億3,169万 　円 18億6,969万8 千円 59.7%

会　計　名 予　算　額
収 入 済 額 収入率
支 出 済 額 執行率

国 民 健 康 保 険 6億　　　5万3千円
2億3,056万7千円 38.4%

2億6,963万3千円 44.9%

簡 易 水 道 1億3,911万6千円
3,886万2千円 27.9%

5,765万5千円 41.4%

簡 易 水 道 建 設 1億2,522万9千円
446万4千円 3.6%

409万2千円 3.3%

別 荘 事 業 1,941万2千円
2,099万　　円 108.1%

592万7千円 30.5%

特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業 3億2,538万9千円

3,634万9千円 11.2%

1億3,944万2千円 42.9%

介 護 保 険 5億6,811万9千円
2億4,435万9千円 43.0%

2億3,395万7千円 41.2%

後 期 高 齢 者 医 療 5,340万2   千円
1,642万3千円 30.8%

827万9千円 15.5%

区　　分 現　在　高

一般会計 18億7,091万4千円

（特別会計）
簡易水道 11億5,587万7千円

特定環境保全公共下水道事業 17億8,709万5千円

計 48億1,388万6千円

区　　分 現　在　高

財政調整基金 10億1,608万3千円

減債基金 2,498万8千円

その他 8億4,411万7千円

計 18億8,518万8千円

区　　分 予　算　額 支 出 済 額 執行率

議会費 4,014万1千円 2,047万5千円 51.0%

総務費 5億6,245万8千円 1億9,811万　　円 35.2%

民生費 7億1,196万5千円 2億4,029万1千円 33.8%

衛生費 2億3,223万5千円 4,365万2千円 18.8%

農林水産業費 6億4,422万9千円 2億　 394万　　円 31.7%

商工費 7,095万6千円 4,374万9千円 61.7%

土木費 3億1,111万1千円 2,761万1千円 8.9%

消防費 1億1,715万6千円 6,495万1千円 55.4%

教育費 2億2,477万4千円 9,168万　　円 40.8%

災害復旧費 2万8千円 0　円 0.0%

公債費 2億1,363万7千円 9,459万9千円 44.3%

予備費 300万　　円 0　円 0.0%

計 31億3,169万 　円 10億2,905万8 千円 32.9%

基金の状況（一般会計）

※村債の内には、返済時に国から交付税措置される事業もあります。

村債の現在高
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青 木 村 職 員 給 与 の 状 況
職員の給与などの実態を知っていただくため、職員給与等の状況を公表します。
1.人件費の状況　　　（平成28年度普通会計決算額）

2.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
　　　　　　 　　　　　　（平成29年4月1日現在）

区 分

青 木 村

長 野 県

歳出額（A）

30億2,224万7千円

8,082億6,656万6千円

人件費（B）

5億2,931万9千円

2,553億8,531万3千円

人件費率（B/A）

17.5%

31.6%

区 分

青 木 村

長 野 県

平 均 給 料 月 額 平 均 年 齢

30万2,000円

33万8,900円

42歳4カ月

45歳3カ月

長
野
県

青
木
村

期末手当

勤勉手当

期末手当

勤勉手当

2.60月分

1.70月分

2.60月分

1.70月分

3.職員手当の状況　（平成28年度支給割合）

4.職員の分限及び懲戒処分の状況 （平成28年度）

5.特別職給料及び議会議員報酬の状況
（平成29年7月1日現在）

＊期末手当支給割合（平成28年度）
　6月期1.45月分、12月期1.6月分　計3.05月分
　給料（報酬）額を1.4倍して支給

区 分

村 長

教育長

給料月額 区 分

議 長

副議長

委員長

議 員

報酬月額

271,000円740,000円

182,000円550,000円

170,000円

164,000円
（一般行政職）

6.部門別職員数の状況と主な増減理由
（平成29年4月1日現在）

＊なお、服務違反はありませんでした。

※なお、長野県の状況は平成28年4月1日現在です。

処分の種類処分事由 降任 免職 休職 降給 計 失職

心身の故障の場合 地公法第 28 条第 2 項第 1 号

（人）

区　分 職 員 数 対前年
増減数
（人）

主な増減理由部　門 平成29年度 平成28年度

一
　
　
般

総 務 13 13
税 務 3 3
農 水 6 5 　1 職員配置の見直しによる増
商 工 1 1
土 木 1 1

福 

祉
民 生 18 18
衛 生 3 4 △1 職員配置の見直しによる減

教 育 6 5 　1 職員配置の見直しによる増
公
営
企
業
等

水 道 1 1
下水道 1 1
その他 0 0

合　　計 53 52 育休者含む

年 末 年 始 業 務・営 業 体 制 　 H 2 9 - H 3 0

月日 老人センター くつろぎの湯 ごみ回収 村営バス 沓掛温泉小倉の湯

12月25日㈪ 定休日 定休日 燃やせないごみ
（プラスチック類） 通常運行 通常営業

12月26日㈫ 通常営業
午前9時～午後4時

通常営業
午前10時～午後8時30分 燃やせるごみ 　〃 　〃

12月27日㈬ 通常営業 通常営業 　〃 　〃
12月28日㈭ 通常営業 通常営業 　〃 　〃
12月29日㈮ 通常営業 通常営業 燃やせるごみ 運　休 　〃
12月30日㈯ 午後2時まで 午後5時まで 　〃 　〃
12月31日㈰ 休業 休業 　〃 午前9時～午後5時
1月1日㈪ 　〃 　〃 　〃 　〃
1月2日㈫ 　〃 　〃 　〃 　〃
1月3日㈬ 午後2時まで 午後5時まで 　〃 　〃
1月4日㈭ 通常営業 通常営業 通常運行 振替休日

※田沢温泉「有乳湯」は、年中無休で通常の営業時間（午前6時〜午後9時30分）でご利用いただけます。
※役場会計室の年末の窓口業務は12月29日までとなります。
※図書館、郷土美術館は、12月28日から1月4日まで休館となります。
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　　年末年始のくみ取りについて
ご覧のとおりの日程となります。

■ 12月23日㈯ 　操業（祝日ですが操業します。）
■ 12月29日㈮ ～ １月３日㈬　休業
■  １ 月 ６ 日㈯ 　休業（12月23日の振替で休業します。）

年末年始のくみ取り休業日

　毎日暮らしていくなかで「ごみ」は必ず出てしまうものですが、ちょっとした心がけで多くのごみを減らすこ
とができます。青木村では環境負荷の低減やごみ処理経費の削減などのために更なるごみの減量化や再資源化に
積極的に取り組んでいます。
　ごみの減らし方や再資源化の方法についてご紹介しますので、是非参考にして実践してください！

（１）ごみを出さないためにはどうしたらいいの？
　　そもそもごみを出さなくてよいならこれ以上に良いことはありません。そのための心がけです。

　①必要ない物は買わない … 特に食品など「食べる分だけ買う」ことを心がけましょう。食べきれずに捨ててしまっ
たり、食べ残しの多いお宅などは要注意！賞味期限等もちょっと気を付けるだけでお
財布にも優しくなります。

　②なるべく再資源化する … 「再資源化」と聞くとちょっと難しそうですが、まだ使えるものは捨てないで必要な方
に譲ったり、リサイクルショップに持っていく等、生ごみは堆肥化して畑にまいたり
できることから始めてみてください。

（２）ごみはどうやって減らせばいいの？
　　ごみを減らすといってもどうやっていいのか分からない方も多いのではないでしょうか。ごみの減量にはポイント

があります。今日から是非試してみてください。

　①ごみはの量は「重さ」ではかります。
　意外と盲点となっているのが、「ごみを減らす」ということは「ごみを軽くする」ということ。ここで大きなポイン
トがひとつ。「重いごみ」の主なものは「生ごみ」や「紙類」なのです。

　②重いごみの横綱「生ごみ」。
　ごみの中でも特に重いのが「生ごみ」です。この生ごみはほとんどが水分なので、天日や、生ごみ処理機で乾燥
させると驚くほど軽くなります。生ごみ処理機購入の際には村の補助制度がご利用頂けます。年度ごと補助台数
に限りがありますので、役場に確認のうえ購入してください。
　また、生ごみはご自宅で堆肥化して頂ければ、畑にまく肥料にすることができます。市販のコンポスト（生ごみ
処理槽）の購入補助もございますし、ご自分で作ることのできる「ダンボールコンポスト」を使って頂ければ、費用
もかからずお財布にも優しいです。作り方は役場玄関に展示しています。

　③再資源化できるものは捨てないように。
　身近な再資源化できるものの代表が「紙類」です。新聞紙や雑誌、ダンボールなどはもちろん、洋服などについ
ている小さな「値札」やお菓子の「箱」など、比較的小さなものも「雑がみ」として資源物に回すことができます。
　青木村では「雑がみリサイクルボックス」を全戸に配布させて頂いています。リサイクルボックスの前面には資
源物として出すことのできる主なものの一覧がお示ししてありますので是非ご覧頂き、今までごみとなっていた
紙類を、なるべく資源物として出して頂きますようご協力ください。

◆現在、上田地域広域連合では資源循環型施設（統合クリーンセンター及び統合リサイクルプラザ）の建設をすすめてい
ます。施設建設に係る費用は上田地域の各市町村（上田市・東御市・長和町・青木村）の排出する「燃やせるごみ」の量
をもとに案分されます。ごみの減量は日々のごみ処理にかかる費用はもとより新たな施設の建設費にも影響しますの
で、更なる減量に皆様のご協力をお願いいたします。

みんなでごみを減らしましょう!!
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
♪
♪

♪
♪

民
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日
の
前
日
ま
で
に
、
住

た
、
②
の
対
象
者
は
、
ま
ず
保

健
師
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
接
種
料
金
　
五
百
円

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、住
民
福

祉
課
保
健
衛
生
係
ま
で
。

情　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

は
、
個
人
通
知
に
て
受
診
日
等

を
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

検
診
日
　
十
二
月
一
日
㈮
・

　
　
　
　
八
日
㈮
・
十
四
日
㈭

受
付
時
間
　
十
二
時
五
十
分
～

�

午
後
一
時
十
分

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
対
象
者
　
当
郷
・
村
松
・

中
挾
・
入
奈
良
本
・
細
谷
・
殿

戸
地
区
の
二
十
歳
以
上
の
女
性
。

検
診
料
金
　
五
百
円
　（
当
日

受
付
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
。

情　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
村
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
高

齢
者
の
方
へ
の
接
種
料
金
の
助

成
を
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者
（
青
木
村
民
）

①
六
十
五
歳
以
上
の
方

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸

器
の
機
能
並
び
に
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
る
こ
と
で
、
一

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
、
若
し
く
は
診
断
書
等

に
よ
り
同
程
度
の
障
害
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

●
実
施
方
法

　
指
定
医
療
機
関
で
個
別
接
種
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
最

寄
り
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
医
療
機
関
へ
は
、
年

齢
及
び
住
所
の
確
認
で
き
る
も

の
（
保
険
証
や
運
転
免
許
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

場
　
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の

　
　
　
　
飲
み
物

　
参
加
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
希
望
さ

れ
る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

情　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

平
成
二
十
九
年
度
赤
い
羽
根
共

同
募
金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
木
村
で
は
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
も
並
行
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
戸
別
募
金
は
、
地
区
役

員
さ
ん
が
ご
家
庭
を
廻
っ
て
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
街
頭
募
金
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
集
め
ら
れ
た
募
金
の
約

七
十
％
は
青
木
村
の
福
祉
活
動

に
使
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
　
青
木
村
社
会
福
祉
協
議
会

情
・
☎　
四
九
―
二
一
二
九

住
民
福
祉
課

介
護
者
の
つ
ど
い
のお知

ら
せ

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

母
子
相
談・離
乳
食
相
談
の

お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
検
診
のお知

ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

筋
力
ア
ッ
プ
ほ
き
ぼ
き

教
室
の
お
知
ら
せ

赤
い
羽
根
共
同
募
金・

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

�

ご
協
力
を
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

日本脳炎予防接種について
　平成17年5月30日から平成22年3月31日までの間、定期接種の
積極的勧奨が差し控えられたことにより、接種を受ける方が大幅に
減少しました。日本脳炎予防接種は第1期が3回、第2期が1回の計4
回接種します。

●平成9年4月2日から平成19年4月1日生まれの方
　20歳までに不足回数分を公費で接種することができます。
●平成19年4月2日から平成21年10月1日生まれの方
　9歳以上13歳未満の期間に不足回数分を公費で接種することがで
きます。
　第2期予防接種については①9歳（H20.4.2～H21.4.1）になるお
子さんには誕生月の月末に、②今年度末に18歳になる方（H11.4.2
～H12.4.1）には４月に一斉に通知を郵送しています。
　予診票が手元にない方や、接種スケジュール等についてご不明な
点がありましたら、お気軽に保健師へご連絡ください。

【お問い合わせ先】
  住民福祉課  保健師　情  49-3132　☎ 49-0111（内線139）

　第10回特別弔慰金の請求期限が近づいています。平成30年4月2日㈪までに、ご請求ください。請求期限を過ぎると、第
10回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。
■ 支給対象者
　平成27年4月1日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等
を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。
戦没者等の死亡当時のご遺族で
1. 平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
2. 戦没者等の子
3. 戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
4. 上記1から3以外の戦没者等の三親等内の親族
　※戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた方に限ります。
■ 支給内容　額面25万円、5年償還の記名国債
■ 請求窓口　住民福祉課 【お問い合わせ先】  住民福祉課　情  50-5004　☎ 49-0111

戦没者等のご遺族の皆様へ

「上田地域のジビエを考える」
試食会・移動式解体車の処理実演

12月7日㈭
心配ごと・人権相談

12月17日㈰
結婚相談

午後1時〜4時
場所 : 老人福祉センター

建
設
農
林
課

青木村燃やせるごみ排出量

　10月分の燃やせるごみ排出量です。前年に比べ１
割近く増えてしまいました…。
　生ごみは堆肥化して再利用するか、充分乾燥させて
から出すことで重さを大幅に減らすことができます。
　燃やせるごみの増加は焼却に掛かる費用や今後予
定されているクリーンセンター建設費用の青木村分
の増額に直結します。皆様でごみの減量をすすめま
しょう！

平成29年10月分 平成28年10月分 前年対比

41,920kg 38,440kg 109.05％

日　　時　平成30年1月13日㈯  午前11時～
場　　所　【試食会】道の駅あおき  研修・体験施設　　【移動式解体車の処理実演】  ふるさと公園あおき
定　　員　20名（公募）　　　料　　金　無料　　　締め切り　１月５日㈮
申し込み　

【住所、氏名、年齢、職業、電話番号、メールアドレス（ある方のみ）、小作文「ジビエを広めるにはどうすればいい
と思うか？自分ならどうしたいか？」（様式自由、箇条書き可）】を記入の上、建設農林課までご提出ください。

〈郵　送〉　〒386-1601  青木村大字田沢111　青木村役場建設農林課宛
〈F A X〉　49-3670　　〈メール〉　kensetukakari@vill.aoki.nagano.jp

【お問い合わせ先】  建設農林課　 情  49-3131　☎ 49-0111

上田地域のジビエについて考えるジビエ料理の試食会と移動式解体車の実演会を開催します。

平成 29年 12 月号14



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
�

午
前
九
時
～
十
一
時

場
　
所　
文
化
会
館
二
階
講
堂

対
象
者
　
小
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　

書
道
道
具
一
式
、
お
手
本
な
ど

　
十
二
月
二
十
八
日
㈭
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
　
青
木
村
公
民
館

情
・
☎　
四
九
―
二
二
二
四

●
ワ
ン
コ
イ
ン
講
座
の
お
知
ら
せ

「
お
正
月
の
い
け
花
」

　
新
年
を
寿
ぐ
た
め
の
お
正
月

の
花
を
い
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
十
二
月
二
十
六
日
㈫

　
　
　
　
午
前
九
時
半
～
十
一
時
半

場
　
所
　
美
術
館
　
喫
茶
室

講
　
師
　
増
田
　
明
子
さ
ん

定
　
員
　
十
名

参
加
費
　
五
百
円
（
入
館
料
・

　
　
　
　
茶
・
菓
子
代
含
）

材
料
費
　
三
千
円

申
し
込
み
締
め
切
り
日

　
　
　
　
十
二
月
二
十
一
日
㈭

問
　
青
木
村
郷
土
美
術
館

情
・
☎
　
四
九
―
三
八
三
八

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
農
地
相
談
会
等
で
寄
せ
ら

れ
た
、
貸
し
た
い
・
売
り
た
い

と
い
っ
た
農
地
を
耕
作
目
的
に

限
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

営
農
範
囲
を
拡
大
し
た
い
、

農
業
を
始
め
て
み
た
い
等
、
農

地
を
お
求
め
の
希
望
が
あ
る
方

は
、
地
元
の
農
業
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
　
建
設
農
林
課

情　
四
九
―
三
一
三
一

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
毎
年
恒
例
の
書
初
め
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
講
師
の
先
生
方
に
書
道
の
基

本
か
ら
丁
寧
に
御
指
導
い
た
だ

き
ま
す
。
冬
休
み
の
宿
題
や
書

道
の
上
達
を
目
的
と
し
て
、
大

勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
　
時　

平
成
三
十
年
一
月
五
日
㈮

　
平
成
三
十
年
度
の
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
の
説
明
会
が

当
支
援
金
の
活
用
を
希
望
す
る

団
体
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
活
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体

に
お
か
れ
ま
し
て
は
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
十
二
月
二
十
二
日
㈮

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

　
　
　
　
三
時
半

会
　
場
　
上
田
合
同
庁
舎
講
堂

※
参
加
費
、
事
前
申
し
込
み
等

は
不
要
で
す
。

問
　
総
務
企
画
課
事
業
推
進
室

情
　
五
〇
―
九
九
九
一

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

教
育
委
員
会

税
務
会
計
課

総
務
企
画
課

セルフメディケーション税制
　　　（医療費控除の特例）が始まります

　平成29年分の所得税（平成30年度の個人住民税）からセルフメディケーション税制（医療費控除の特例）の適
用が始まります。
　これは、対象となる医薬品の年間購入額が合計1万2,000円を超えるとき、その超える部分の金額（上限8万
8,000円）をその年分の総所得金額等から控除する制度です。利用するには確定申告や個人住民税の申告が必要
です。

※共通識別マーク

■ 対象者
　健康の保持増進や疾病予防で一定の取り組み※をし
ている方
※インフルエンザ等の予防接種、がん検診、各種健（検）診、

人間ドック等
■ 対象医薬品
　スイッチOTC医薬品（ドラッグストア等で購入できる
一般用医薬品）
　対象の医薬品は厚生労働省ホームページをご覧くださ
い。対象医薬品の製品パッケージに共通識別マーク※が
表示されています。
※生産の都合などで表示されていないものもあります。

■ 申告に必要な書類
・対象医薬品の明細書（平成31年分の申告までは領収

書の添付や提示も可）
・申告者が健康の保持促進や疾病予防で一定の取り組

みをした領収書・結果通知等の書類
　書類の具体例は国税庁ホームページをご覧ください。
■ 注意点
　従来の医療費控除と併せて控除を受けることはでき
ません。

【お問い合わせ先】
上田税務署　個人課税第一部門
☎ 0268-22-1234（代表）
青木村役場　税務会計課
情     ・ ☎49-0111

農
地
を
お
求
め
の
方
を

�

募
集
し
て
い
ま
す

平
成
三
十
年

�

書
初
め
大
会
の
お
知
ら
せ

信州うえだ農協・郵便局

12月25日㈪
その他の金融機関

1月4日㈭

今月の納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。

青
木
村
郷
土
美
術
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
年
度「
地
域
発
元
気

づ
く
り
支
援
金
」説
明
会
の
開

催
に
つ
い
て
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〈十二月〉 青木の空模様　西高東低の気圧配置と三寒四温

　青木村も12月を向かえると初雪の舞も終わり、いよいよ本格的な冬への突入である。冬の信州は冷たい北西の吹き出しと
共に信越県境地方は雪が降り始め、一夜にして１メートルを超す大雪となることは珍しくない。一方、青木村を含む中南信地
方では乾燥した晴天となり、朝晩の気温は氷点下10度前後まで下がる寒い日が多くなる。このような気象条件を有効に利用
している冬の信州は、冬山、スキー、スケート客で毎年賑わいを見せている。
　さて、12月になると移動性高気圧が減って、中旬頃になると中国大陸奥地には冷たい高気圧が発達して、西に高く東に低
い、西高東低の冬型の気圧配置が固定してくる。川端康成の「雪国」の一章に「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった」
とあるように、本州の背稜山脈を境に、太平洋側は冷たい季節風が吹きわたり乾燥した晴天が多くなる。その反面、日本海側
の地方は風雪のどんよりした毎日が続くようになる。
　冬型の気圧配置が強くなると等圧線の間隔が込み合い、これが3日～4日続くと冬型の気圧配置はゆるんで、等圧線の感覚
が広くなると寒さも和らいでくる。このような状態を繰り返されることを「三寒四温」というが、この言葉は中国東北区や朝
鮮半島で用いられた言葉である。
　もうひとつの特徴は一年中で一番昼の時間が短い日、冬至（12月22日）である。ところが日の出時刻の最も遅いのは1月に
なってからであり、日没の最も早いのは12月上旬である。冬至を境にしてそれ以後は昼の時間が長くなるが、寒さの厳しく
なるのはこれからで、寒さの頂点は1月中旬から2月上旬に出現する。
　「冬至、冬なか、冬はじめ」のことわざは太陽の光から見た冬は折り返し点で、気温から見た冬はこれから本番と言う意味
である。
　冬至の日はカボチャを食べて、この冬の「無病息災」を祈りましょう。

今月のおもな行事予定

1 金 お口の健康相談③　
子宮頸がん検診

2 土 希望保育　
小学生のためのおはなし会

5 火
脳と体のストレッチ教室⑨　
お誕生相談・２歳児健診　
図書館休館（～８日）

6 水 わくわく広場　さわやか体力づくり　
心の健康相談

7 木 人権相談　
介護者のつどい⑨

8 金 子宮頸がん検診

9 土 図書館フェスタ・
幼児のためのクリスマスおはなし会

12 火 健康相談　保健補導員会

13 水 筋力アップほきぼき教室⑨　
母子相談・離乳食相談

14 木 子宮頸がん検診

15 金 乳児健診

17 日 結婚相談

20 水 心の健康相談

21 木 赤ちゃんのためのおはなし会

25 月 誕生会・クリスマス会（保）

26 火 ワンコイン講座「お正月のいけ花」
28 木 役場仕事納め・消防団年末警戒（～ 30 日）

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載
されていない行事については、生涯学習カレンダーをご覧い
ただくかもしくは、各担当へご連絡ください。

文責：岩渕 登喜夫

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
♪
♪

♪
♪

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的
な融資制度です。

【ご融資額】 お子さま1人あたり350万円以内
【金　　利】年1.76％固定金利
※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万円）以内

の方」または「子ども3人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得
346万円）以内の方」は年1.36％（平成29年11月10日現在）

【ご返済期間】15年以内
※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所

得122万円）以内の方」または「子ども3人以上の世帯かつ世帯年
収500万円（所得346万円）以内の方」は18年以内

【お使いみち】
入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など

【ご返済方法】
毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）

【保　　　証】
（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

　詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローン
コールセンター（0570-008656（ナビダイヤル） または
☎ 03-5321-8656）までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
日本政策金融公庫　長野支店　国民生活事業
☎ 026-233-2141（西澤）

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」 （日本政策金融公庫） 

がサポート
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本
田
敬
子
氏

　
関
東
管
区
優
良
運
転
者

表
彰
を
授
与

青
木
村
の
カ
レ
ン
ダ
ー
頒
布
の
お
知
ら
せ

森
林（
も
り
）の
里
親
促
進
事
業  

除
伐
活
動

林
業
体
験
型
婚
活
イ
ベ
ン
ト

　

関
東
管
区
警
察
署
長
と
関
東
管
区

交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
連
名
表
彰

が
行
わ
れ
、村
松
区
の
本
田
敬
子
さ

ん
が
授
与
さ
れ
、十
月
二
十
六
日
、上

田
警
察
署
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
上
田
交
通
安
全
協
会

青
木
部
会
女
性
部
に
十
年
以
上
所
属

し
、女
性
部
長
も
二
年
務
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、三
十
年
以
上
無
事
故・
無

違
反
で
自
動
車
運
転
者
の
模
範
と
な

ら
れ
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
こ
の
度
受

章
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　

な
お
、今
年
は
上
田
管
内
で
二
名
、

県
内
で
二
十
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
信
州
青
木
村
一
〇
〇
の
会
で
は
、
毎

年
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
青
木
村
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
多
数
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
素

晴
ら
し
い
写
真
を
載
せ
た
二
〇
一
八
年

度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
Ａ
２
判
六
枚
綴

り
で
す
。
今
回
は
「
青
木
村
の
特
産
品
」

も
載
せ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
、
ま
た
、
村
外
で
暮
ら
し
て

い
る
お
子
様
や
御
親
戚
に
も
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金
・
一
部
五
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
購
入
は
商
工
観
光
移
住
課
　
商
工
観
光
移
住
係

情  

四
九
―
三
一
三
一
　
☎  

四
九
―
〇
一
一
一

　

十
月
二
十
一
日
㈯
、横
手
キ
ャ
ン
プ

場
及
び
十
観
山
森
林
公
園
で「
森
林（
も

り
）の
里
親
促
進
事
業
」の
除
伐
活
動
が

行
わ
れ
、村
内
外
か
ら
親
子
二
十
人
と

運
営
ス
タ
ッ
フ
十
五
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、来
年
春
以
降
に
行
わ
れ
る

整
備
事
業
の
準
備
作
業
で
、参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の

も
と
、ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
一
生
懸
命

作
業
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、雑
木
な
ど

が
生
い
茂
り
薄
暗
か
っ
た
森
林
が
、太

陽
の
光
が
降
り
注
ぐ
明
る
い
森
林
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

作
業
の
後
は
、参
加
者
全
員
で
、振
舞
わ
れ
た
き
の
こ
汁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
一
日
㈯
、横
手
キ
ャ
ン
プ

場
で
、林
業
体
験
型
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
フ
ォ
レ
コ
ン
in
信
州
う
え
だ
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、上
田

地
域
振
興
局・
青
木
村
な
ど
が
主
催
し
、

上
小
地
域
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、森

林
で
の
作
業
体
験
や
地
域
産
食
材
を
活

用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
等
を
通
じ
、

結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
と
す

る
も
の
で
す
。当
日
は
、二
十
～
四
十
代

の
男
女
三
十
二
名
が
参
加
し
、ま
ゆ
玉

を
使
っ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り
、ま
き
割
、地
域
産
食
材
と
青
竹
を

使
っ
た
料
理
な
ど
青
木
村
の
自
然
の
中
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

◆松本市立博物館
　松本市立博物館は松本城
の二の丸に位置し、歴史・
民俗資料の展示を通じて、
松本の歴史や人々の暮らし、
伝統行事を紹介しています。
　また、重要文化財旧開智
学校校舎・松本民芸
館などの市内にある
博物館施設の中核
を担い、「松本は屋
根のない博物館」を
キャッチフレーズに、
様々な活動を展開し
ています。
松本市立博物館HP  http://www.matsu-haku.com/

出張版 Vol.7
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長
野
県
女
性
消
防
団
員
意
見
発
表
会
が
開
催

上
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

災
害
発
生
に
備
え
て 

～
火
災
想
定
訓
練
を
実
施
～

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

十
一
月
四
日
㈯ 

小
諸
市
文
化
会
館
に
お

い
て
、
第
八
回
長
野
県
女
性
消
防
団
員
意

見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域

防
災
力
の
強
化
と
女
性
消
防
団
員
の
役
割

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
野
県
下
四

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
発
表
す
る
も
の
で
、

東
信
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
青
木
村
消

防
団
の
西
戸
公
香
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
地
域
、
そ
こ
に

暮
ら
す
方
た
ち
へ
の
恩
返
し
の
思
い
、
こ

れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
視
点

か
ら
堂
々
と
意
見
を
述
べ
る
姿
は
大
変
頼
も
し
く
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
や
交
流
会
で
は
情
報

交
換
も
さ
れ
、
消
防
団
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
二
日
㈰
、
文
化
会
館
で
上
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
衆
議
院
選
挙
と
台
風
二
十
一
号
と
い
う
条
件
で
し
た
が
、
上

小
各
地
か
ら

一
三
五
人
も
の

方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
の
合

田
先
生
（
長
野

大
学
）
の
お
話

は
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
で
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

公開授業形式で行われた講演会

　

十
一
月
五
日
㈰ 

早
朝
、
下
奈
良
本
地
区

に
お
い
て
消
防
団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
分
団
統
合
さ
れ
て
か

ら
初
め
て
の
大
規
模
な
訓
練
と
い
う
こ
と

で
、
各
分
団
内
の
連
携
確
認
、
消
防
署
と

の
連
携
を
重
点
に
、
山
間
地
の
多
い
本
村

の
地
形
を
考
慮
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
西
消
防
署
員
を
講
師
と
し
た

講
習
会
、
秋
の
火
災
予
防
村
内
広
報
、
水

利
点
検
な
ど
、
火
の
取
り
扱
い
が
多
く
な

る
季
節
を
前
に
、
村
全
体
の
防
火
意
識
の

啓
発
を
図
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
住
民

の
皆
様
も
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
元
の
点
検

を
習
慣
と
し
、
火
の
始
末
は
必
ず
行
う
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

十
一
月
二
日
㈭
、
県
下
一
斉
秋
の
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
河
川
へ
の
廃
棄
物
不
法
投
棄
の
実
態

を
把
握
し
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め
る
。」

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
青
木
村
公
害
防
止
協
力
員
の
小
林
さ

ん
、
青
木
村
女
性
団
体
連
絡
会
の
深
澤
副
会
長
さ

ん
、
青
木
村
警
察
官
駐
在
所
の
小
田
所
長
さ
ん
に

参
加
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
浦
野
川
を
中
心
に
村

内
の
主
要
河
川
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
あ
と
で
河
川
の
水
量
は
普
段
よ
り
多

め
で
し
た
が
、
め
だ
っ
た
「
ご
み
」
な
ど
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
豊
か
な
青
木
村
の
河
川
の
保
全
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ミ
ニ
文
化
祭
開
催

信
大
Y
O
U
遊
未
来  

大
仮
装
運
動
会

焼
い
も
大
会
を
行
い
ま
し
た
！

東
京
農
大
収
穫
祭
で
青
木
村
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　

十
一
月
四
日
㈯
・
五
日
㈰
の

二
日
間
に
か
け
、
文
化
会
館
に

て
ミ
ニ
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
展
示
で
は
公
民
館
グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
様
々
な
作
品

や
、
保
・
小
・
中
学
生
の
特
選

作
品
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
日
に
は
青
木
村
吹

奏
楽
団
の
演
奏
発
表
、
五
日
に

は
生
涯
学
習
成
人
講
座
を
兼
ね

て
紅
巣
亭
賛
凱
さ
ん
に
よ
る「
青

木
村
寄
席
」、
樋
口
ゆ
み
さ
ん
に
よ
る
「
樋
口
ゆ
み
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
落
語
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
の
素
晴
ら
し
い

音
色
で
来
場
者
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ

く
広
場
」
を
月
一
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

十
一
月
は
、
小
学
校
の
遊
具

広
場
を
お
借
り
し
て
、
焼
い
も

大
会
を
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
さ
ん
が
火
を
起
こ

し
て
く
だ
さ
り
、
お
い
し
い
焼

い
も
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

青
空
の
下
、
み
ん
な
で
お
い
し

い
お
芋
を
食
べ
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
五
回
目
と
な
る
青
木
村
研
修
が
、
十
月
二
十
日
㈮

か
ら
四
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
木
村
特
産
の
赤
ち
ゃ
ん
に

ん
に
く
（
芽
子
に
ん
に
く
の
新
名
称
）
の
植
え
付
け
、
エ
ゴ

マ
の
脱
穀
・
唐
箕
を
用
い
た
選
別
な
ど
の
手
順
や
作
業
性
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
三
日
㈮
～
五
日
㈰
に
は
、
東
京
農
業
大

学
の
学
園
祭
『
収
穫
祭
』
が
開
催
さ
れ
、「
中
山
間
地
域
の

課
題
と
展
望
～
青
木
村
か
ら
み

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
～
」

と
題
し
た
展
示
で
青
木
村
と
特

産
品
が
三
千
名
以
上
の
来
場
者

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
内
容
は
、
二
月
開

催
の
青
木
村
セ
ミ
ナ
ー
で
も
披

露
さ
れ
ま
す
。

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

　

十
一
月
五
日
㈰
、
信
大
Y
O
U
遊
未
来
の
学
生
に
よ
る
小
学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
六
十
名
の
児
童
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
大
仮

装
運
動
会
と
称
し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
仮
装
を
楽
し
ん
だ
後
、
大
運

動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
運
動
会
で
は
、
小
学
校
の
運

動
会
と
は
一
味
違
う
種
目
を
班
の

皆
で
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
景
品
の
メ
ダ
ル
と

お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
大
学

生
と
の
時
間
を
思
う
存
分
楽
し
み

ま
し
た
。
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（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
事
業
に

よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た

　

十
一
月
十
二
日
㈰
、見
事
な
秋
晴
れ

の
中
、総
合
体
育
館
で
青
木
村
義
民
太

鼓
保
存
会
三
十
五
周
年
記
念
大
会  

東

日
本
復
興
支
援  

和
太
鼓  
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

十
二
団
体
、二
百
名
を
超
え
る
出
演

者
、大
勢
の
観
客
が

集
ま
り
、盛
大
な
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、皆
様
よ
り

い
た
だ
い
た
入
場

料
は
全
て
復
興
支

援
の
た
め
寄
付
を

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し

て
、
会
議
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
机
・
イ
ス
、
テ
ン
ト
な
ど
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促

進
が
図
ら
れ
、

地
域
の
連
帯
感
、

自
治
意
識
の
向

上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

村
で
は
こ
の
た
び
、
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
に
あ
る
株
式
会
社
ピ
ー

ア
ン
ド
デ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給

の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
ピ
ー
ア
ン
ド
デ
ィ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
埼
玉
県
内

を
は
じ
め
千
葉
県
、
群
馬
県
で
大

規
模
な
商
業
施
設
を
運
営
し
て
お

り
、
村
が
被
災
し
た
場
合
で
も
、

日
用
品
、
食
料
品
等
の
物
資
の
調

達
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
女
性
部
総
会
」

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
女
性

部
総
会
を
十
一
月
九
日
㈭
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
会
員
百
名
の
参
加
で
開

き
ま
し
た
。

　

ヒ
ロ・
タ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
腹
話
術

に
大
い
に
笑
い
、町
季
与
子
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る「
健
康
体
操
」で

は
、気
持
ち
よ
く
運
動
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が

る
元
気
で
楽
し
い
活
動
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木
村
義
民
太
鼓
保
存
会

　
　
　
三
十
五
周
年
記
念
大
会
開
催
!!

　

十
一
月
十
一
日
㈯
、文
化
会
館
に
お

い
て
九
年
ぶ
り
の
全
国
義
民
顕
彰
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、各
顕
彰

団
体
の
活
動
状
況
を
発
表
後
、意
見
交

換
会
、堀
内　
泰
先
生
に
よ
る「
上
田
藩

に
お
け
る
最
初
の
全
藩
一
揆
で
あ
る
宝

暦
騒
動
」の
講
演
等
を
行
い
盛
大
の
う

ち
に
集
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 全

国
義
民
顕
彰
集
会

in
青
木
村
開
催
さ
れ
る
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10
月
29
日
㈰
、
桃
沢
郷
ま
つ
り
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
と
し
て
、静
岡
市
出
身
の
山
田
チ
カ
ラ
シ
ェ
フ
が
監
修
す
る「
森

の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に
１
日
限
定

で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
参
加
者

は
「
雨
に
濡
れ
た
森
も

雰
囲
気
が
あ
っ
て
良
い
」

と
大
絶
賛
。
今
年
は
町

の
特
産
品
「
あ
し
た
か

牛
」
な
ど
を
使
用
し
た

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、

約
1
5
0
人
の
参
加
者

は
、
豊
か
な
自
然
を
感

じ
な
が
ら
お
い
し
い
料

理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
自
然
の
中
、長
泉
の
味
覚
を
堪
能

「
森
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

（
敬
称
略
）

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

協
力
：
御
食
事
処 

恵

炊飯器で
パーティー料理

作
り
方

① 

ご
は
ん
を
一
口
大
に
丸
め
て

野
沢
菜
の
葉
で
包
む

② 

大
根
（
白
・
赤
）、
ゆ
で
卵
を

飾
り
用
に
カ
ッ
ト
す
る

③ 

し
い
た
け
の
中
心
に
星
形
の

切
り
込
み
を
入
れ
て
焼
く

④ 

と
り
肉
の
皮
に
切
れ
目
を
入

れ
、
塩
・
こ
し
ょ
う
を
す
る

⑤ 

炊
飯
器
に
と
り
肉
、パ
ス
タ

ソ
ー
ス
、舞
茸
、細
か
く
し
た

コ
ン
ソ
メ
、し
ょ
う
ゆ
を
入
れ

て
混
ぜ
、ス
イ
ッ
チ
O
N
！

⑥ 

炊
き
上
が
っ
た
ら
と
り
肉
を
取

り
出
し
、残
っ
た
ス
ー
プ
に
片

栗
粉
を
水
小
さ
じ
１
で
溶
い

て
ソ
ー
ス
を
つ
く
る

⑦ 

大
皿
に
と
り
肉
を
盛
り
付
け

ソ
ー
ス
を
か
け
、細
か
く
切
っ
た

野
沢
菜
の
く
き
を
ふ
り
か
け
る

⑧ 

大
根
や
ゆ
で
卵
、
し
い
た
け
、

野
沢
菜
ご
飯
で
飾
り
付
け
た

ら
出
来
上
が
り
!!

季
節
の
果
物
を
串
に
さ

し
て
飾
れ
ば
、
パ
ー

テ
ィ
ー
感
が
ア
ッ
プ
‼

ワン
ポイント

野
沢
菜
の
葉（
塩
漬
し
た
も
の
）

…
…
15
枚
程
度

ご
は
ん
…
…
茶
わ
ん
２
～
３
杯

大
根（
白・赤
）…
…
…
…
少
々

ゆ
で
卵
…
…
…
…
…
…
…
２
個

し
い
た
け
…
…
…
…
…
…
６
枚

野
沢
菜
の
く
き
…
…
…
…
少
々

と
り
も
も
肉
…
…
…
…
…
２
枚

舞
茸
…
…
…
…
１
／
２
パ
ッ
ク

パ
ス
タ
ソ
ー
ス（
紀
子
の
ト
マ
ト
）

…
…
１
／
２
本

コ
ン
ソ
メ
…
…
…
…
…
…
１
個

塩
・
こ
し
ょ
う
…
…
…
…
少
々

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
小
さ
じ
１

片
栗
粉
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

材
料（
２
人
分
）

地産地消プロジェクト

レシピ.6レシピ.6
おらが村の味おらが村の味

「あしたか牛」の出汁しゃぶに舌鼓

喜憂の欄については、HP上での掲載はしていません。
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『プールで楽しかったこと、

がんばったこと』

再生紙を使用しています

真
田
氏
と
青
木
村

三
男
の
昌
幸
が
相
続（

文
責   

沓
掛
貞
人
）

真
田
家
を
継
い
だ
昌
幸
は
、天
正
三
年（
一
五
七
五
）十
月
に
は
小
県
の
根
拠
地
で
父
幸
隆
・
兄
信
綱
が
し
て
き

た
仕
事
を
引
き
継
い
で
い
る
。

し
か
し
昌
幸
は
本
領
に
落
ち
着
い
た
わ
け
で
は
な
く
、武
田
の
側
近
と
し
て
、か
っ
て
幸
隆
・
信
綱
が
心
血

を
注
い
で
獲
得
し
た
吾
妻
の
経
営
と
上
野
の
経
略
を
も
担
当
し
た
。

武
田
信
玄
と
川
中
島
で
幾
度
か
戦
い
を
し
た
上
杉
謙
信
も
天
正
六
年（
一
五
七
八
）春
日
城
で
ほ
っ
し
た
。す

る
と
北
条
氏
が
西
上
野
を
手
中
に
し
た
。勝
頼
も
反
撃
に
で
た
が
駿
河
の
状
況
が
急
を
告
げ
て
沼
田
攻
略

は
真
田
昌
幸
に
任
さ
れ
た
。昌
幸
は
矢
沢
頼
綱
と
共
に
攻
略
し
て
落
城
さ
せ
た
。

し
か
し
武
田
家
の
滅
亡
の
時
が
き
た
の
で
す
。木
曽
義
昌
が
武
田
に
背
き
織
田
信
長
に
着
く
と
織
田
信
長

が
破
竹
の
勢
い
で
信
濃
を
攻
め
て
、三
月
に
は
甲
府
に
進
軍
し
た
。織
田
軍
の
怒
涛
の
追
撃
の
前
に
は
勝

頼
父
子
も
、な
す
す
べ
も
な
く
自
刃
し
、こ
こ
に
名
門
武
田
家
は
滅
亡
し
た
。武
田
氏
滅
亡
を
知
っ
た
真
田

昌
幸
は「
涙
ヲ
流
シ
給
ヒ　

カ
ク
ア
ル
べ
シ
ト
モ
知
ラ
ズ
御
最
期
ヲ
見
果
サ
ヌ
コ
ソ
口
惜
ヶ
レ
」と
嘆
い
た

と
の
事
。し
か
し
勝
頼
が
自
刃
し
た
あ
と
武
蔵
の
北
条
氏
か
ら
、北
条
家
へ
来
る
な
ら
今
が
一
番
良
い
時

期
と
の
連
絡
が
あ
り
、こ
れ
は
武
田
氏
の
命
運
を
察
知
し
て
い
た
昌
幸
の
こ
と
、次
の
同
盟
先
と
し
て
北

条
氏
を
選
び
打
診
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
徳
川
・
織
田
へ
の
臣
属
を
打
診
し
て
お
り
、天
正
十
年
九
月
に
徳
川
家
康
に
属
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
昌
幸
が
小
県
郡
の
統
一
の
た
め
の
戦
い
は
祢
津
氏
の
祢
津
城（
現
東
御
市
祢
津
）で
あ
っ
た
。こ
の

時
北
条
氏
と
徳
川
氏
が
和
議
を
結
び
、昌
幸
の
実
質
的
な
領
地
で
あ
る
上こ
う
ず
け野
一
円
を
北
条
氏
に
渡
す
こ
と

に
な
っ
た
が
、昌
幸
は
受
け
付
け
な
か
っ
た
。昌
幸
は
自
領
を
固
め
る
ほ
か
、徳
川
の
配
下
と
し
て
働
く
事

に
し
た
。い
よ
い
よ
上
田
城
築
城
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
。徳
川
家
康
の
上
杉
攻
め
に
北
信
濃
へ
の
要
衝

の
地
、尼
ガ
淵
に
家
康
の
力
を
借
り
な
が
ら
天
正
十
一
年
に
完
成
し
昌
幸
の
小
県
統
一
の
礎
が
出
来
た
。し

か
し
北
条
や
上
杉
と
の
小
競
り
合
い
は
絶
え
な
か
っ
た
。

天
正
十
二
年
に
中
央
で
は
秀
吉
と
家
康
の
対
立
が
表
面
化
し
て
家
康
は
背
後
を
守
る
為
に
北
条
氏
と
談

合
し
た
。北
条
氏
は
昌
幸
が
拒
否
し
た
領
地
交
換
を
要
求
し
た
家
康
は
沼
田
を
北
条
に
渡
す
よ
う
に
命
じ

た
が
昌
幸
は「
沼
田
は
家
康
様
か
ら
頂
い
た
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
。今
ま
で
忠
節
を
申
し
あ
げ
て
き
た

の
で
す
か
ら
恩
賞
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
の
に
、沼
田
城
を
差
し
出
す
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
」拒
否
し
た
。

こ
れ
を
縁
に
真
田
氏
は
徳
川
家
康
と
断
絶
し
秀
吉
と
和
し
て
い
た
上
杉
景
勝
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、こ

れ
以
後
は
家
康
と
昌
幸
は
永
遠
に
和
す
る
事
は
無
か
っ
た
。

し
か
し
小
県
に
は
家
康
に
属
し
川
西
地
方
に
大
き
な
勢
力
を
持
っ
た
室
賀
信
俊
が
お
り
、家
康
か
ら
昌
幸

を
討
ち
果
た
す
よ
う
に
命
令
が
出
て
い
た
。こ
れ
を
知
っ
た
昌
幸
は
信
俊
を
上
田
城
に
碁
会
に
招
き
謀
り

ご
と
を
持
っ
て
臨
ん
だ
室
賀
氏
を
謀ぼ
う
さ
つ殺
し
て
し
ま
う
。こ
れ
で
真
田
氏
と
対
立
す
る
地じ

侍
ざ
む
ら
い

は
小
県
郡
内

に
は
、居
な
く
な
っ
た
の
で
昌
幸
は
小
県
の
経
営
に
乗
り
出
す
の
て
あ
る
。昌
幸
の
戦
国
大
名
と
し
て
の

手
腕
が
愈
々
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
後
徳
川
と
の
争
い
が
始
ま
り
、昌
幸
の
名
声
が
天
下
に
轟
と
ど
ろ

く
こ
と
に
な
る
が
、「
真
田
氏
の
始
ま
り
の

項
」に
つ
い
て
は
筆
を
置
く
、長
い
間
、お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

★
次
号
か
ら
青
木
村
の
中
世
の
城
館
跡
に
つ
い
て
の
現
状
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

青木中学校

青春の集い

義民太鼓

がんばれ
  あおきっ子

最後の文化祭を終えて       ３年Ａ組　堀内　慎吾
　今年は、最初で最後の文化祭の運営をしました。伝統芸能に出
たり、オープニングやエンディングに出たりと忙しかったです。
　オープニングやエンディングでは、自分の役は受け入れてもら
えるだろうかと心配でしたが、本番では、たくさんの人に受け入
れてもらえて嬉しくなりました。
　伝統芸能や、青春の集い、ミュージック・フェスティバルなども、
少し失敗したりもしたけど、青春の集いでは総合２位、ミュージッ
ク・フェスティバルではこまゆみ賞を獲ることができました。
　最後の文化祭は、とても楽しく、印象に残った素晴らしい文化
祭になりました。

最後の文化祭を終えて       ３年Ａ組　佐村　彩音
　先日、最後の文化祭が無事終わりました。今年は文化祭に運営側
として携わりました。１・２年生の時とはまた違うやりがいや楽し
さを感じることができました。
　そんな文化祭の中で一番良かったと思うのは、ＭＦや青春の集
いなどで３年生のみんなと協力して全力で楽しめたことです。青
春の集いでの円陣は先生方を巻き込んで一体となって楽しめたし、
ミュージック・フェスティバルは職員合唱に飛び入り参加もしたけ
ど、しっかりこまゆみ賞も獲ることができたし、なんだかんだすご
く楽しかったです。
　今年の文化祭は私にとって忘れがたいとてもステキな思い出にな
りました。

平成29年9月29日・30日第51回 こまゆみ祭
綺 羅 ～太陽の如く照らせ 青中魂～

ミュージック・
フェスティバル
（全校合唱）

こまゆみ祭
開会式

（オープニング）

平成 29年 12 月号22


